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Sun Management Center 3.5
バージョン 6 Sun Fire ミッドレンジ
システム ご使用にあたって

この文書には、Sun Fire ミッドレンジシステム用の Sun Management Center 3.5 
バージョン 6 に関する情報を提供しています。この文書では次の項目について説明し
ています。

■ 1 ページの「このリリースでの新機能」
■ 2 ページの「サポートされるシステムと環境」
■ 3 ページの「推奨パッチ」
■ 4 ページの「アドオンソフトウェアの入手」
■ 4 ページの「マニュアル」
■ 5 ページの「全般的な情報」
■ 5 ページの「判明している問題点」

このリリースでの新機能
ここでは、Sun Management Center 3.5 バージョン 3 ソフトウェアと、今回のリリー
スの Sun Fire ミッドレンジシステム用 Sun Management Center 3.5 バージョン 6 ア
ドオンソフトウェアとの間の Sun Fire ミッドレンジシステム用アドオンソフトウェ
アの相違点を説明します。

■ Sun Fire ミッドレンジシステムファームウェア 5.19.0 のサポートの追加。
■ UltraSPARC® IV に CPU/メモリーボードのサポートの追加。
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サポートされるシステムと環境
Sun Fire ミッドレンジシステム用 Sun Management Center 3.5 バージョン 6 ソフト
ウェアは、次のシステムに対応しています。

■ Sun Fire E6900/E4900
■ Sun Fire 6800/4810/4800/3800

表 1 は、Sun Fire ミッドレンジシステム用 Sun Management Center 3.5 バージョン 6 
アドオンソフトウェアに必要なソフトウェアバージョンを示しています。

表 1 ソフトウェアバージョン最低要件

ホスト 必要なソフトウェア バージョン

サーバーマシン Solaris1 オペレーティングシステム 8 2/04
9 9/04
10

Sun Management Center サーバーベースソフト
ウェア

Solaris 8 または 9 の場合

Solaris 10 の場合

3.5 Update 1
3.5 Update 1b + 
パッチ 18389-07 

Sun Fire Midrange Systems 用 Sun Management 
Center アドオンソフトウェア

3.5 バージョン 6

システムコントローラ RTOS (Real-Time Operating System) ファームウェアに応
じた適切なバージョ
ン

Sun Fire Midrange Systems ファームウェア 5.18.0 

Sun Fire ミッドレンジシステムド
メイン

Solaris1 オペレーティングシステム 8 2/04
9 9/04
10

Sun Management Center ベースソフトウェア

Solaris 8 または 9 の場合

Solaris 10 の場合

3.5 Update 1
3.5 Update 1b + 
パッチ 18389-07 
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注 – Sun Management Center サーバーおよびエージェントマシンには、同じバー
ジョンのアドオンソフトウェアが必要です。

推奨パッチ

注 – Solaris 10 には、Sun Management Center パッチ 118389-07 が必須です。他のリ
リースの Solaris にも、このパッチの使用を推奨します。

s10u1_b8 よりも古いバージョンの Solaris 10 には、次の Solaris パッチの使用を推奨
します。

■ 119974-01
■ 120182-01

Sun Management Center 3.5 アプリケーション用の、Solaris ソフトウェアパッチが
提供されていることがあります。Sun Management Center 3.5 ソフトウェアの最新の
アップデートとこのアドオンをインストールする前に、ご使用のオペレーティング環
境に必要なすべてのパッチをインストールしておく必要があります。

Sun とサービス契約を結んでいる場合は、次の Web サイトからパッチをダウンロー
ドできます。

http://sunsolve.sun.com

Sun Management Center 製品の Web サイトからパッチをダウンロードすることもで
きます。

Sun Fire ミッドレンジシステム用 Sun 
Management Center アドオンソフトウェア

3.5 バージョン 6

ワークステーションまたはネット
ワーク上の共通の場所 (コンソー
ル階層用)

Solaris1 オペレーティングシステム 2.6, 7, 8, 9, 10

Sun Management Center コンソールベースソフト
ウェア

Solaris 10 の場合

3.5 Update 1
3.5 Update 1b + 
パッチ 18389-07 

1 Solaris オペレーティングシステムは、少なくとも「End User Systems Support」のディストリビューションである必要があります。

表 1 ソフトウェアバージョン最低要件 (続き)

ホスト 必要なソフトウェア バージョン
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http://www.sun.com/sunmanagementcenter

Sun Management Center 3.5 の最新アップデートに必要なパッチについての詳細は、
対応する Sun Management Center ソフトウェアの『ご使用にあたって』を参照して
ください。

アドオンソフトウェアの入手
Sun Fire ミッドレンジシステム用 Sun Management Center 3.5 バージョン 6 アドオ
ンソフトウェアのパッケージは、次の名前の zip ファイルで提供されています。

Sun_MC-3_5_Addon_V6-GA.zip 

このファイルは、次のソフトウェアダウンロードサイトにあります。

http://wwws.sun.com/software/download/index.html

「New Downloads」欄に Sun Management Center 3.5 Version 6 のリストがない場
合は、次のようにしてください。

1. 「A-Z Index of All Products」をクリックします。

2. 「M」をクリックします。

3. 下方向にスクロールし、「Management Center 3.5 Version 6」をクリックします。

4. 「Download」をクリックします。

5. 「Download Center」にログインします。

6. 「Accept」をクリックしてライセンス条項に同意し、「Continue」をクリックしま
す。

7. ダウンロードページの指示にしたがって操作します。

マニュアル
Sun Fire ミッドレンジシステム用 Sun Management Center 3.5 バージョン 6 の使用
に関する詳細は、『Sun Management Center 3.5 バージョン 6 Sun Fire ミッドレンジ
システムのための追補マニュアル』をお読みください。

Sun のマニュアルは、この URL にあります。

http://www.sun.com/documentation/
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Sun Fire ミッドレンジシステム用 Sun Management Center 3.5 バージョン 6 アドオ
ンソフトウェアの性能に影響する可能性があるさまざまな条件についての詳細は、
『Sun Fire ミッドレンジシステム ファームウェア ご使用にあたって』をご覧くださ
い。

全般的な情報
この節では、今回のバージョン 6 リリースの Sun Fire ミッドレンジシステム用 Sun 
Management Center 3.5 アドオンソフトウェアの全般的な情報を提供します。

自動診断と回復機能から報告がない

『Sun Fire Midrange Systems Platform Administration Manual』および『Sun Fire 
ミッドレンジシステム コントローラコマンドリファレンスマニュアル』のファーム
ウェアリリース 5.15 以降に関する説明と異なり、Sun Management Center は、
ファームウェアが提供する自動診断および回復機能から報告された障害イベント情報
を報告しません。

CLI コマンドを使用したホットスワップ操作

ホットスワップ操作では、Sun Fire Midrange Systems 用 Sun Management Center 
3.5 バージョン 6 アドオンソフトウェアではなく、コマンド行インタフェース (CLI) 
コマンドを使用してください。Sun Fire ミッドレンジシステムにおけるホットスワッ
プ操作の詳細は、最新の『Sun Fire High-End and Midrange Systems Dynamic 
Reconfiguration User’s Guide』、『Sun Fire ミッドレンジシステム コントローラコ
マンドリファレンスマニュアル』、およびご使用の Sun Fire モデルの『Sun Fire シ
ステムサービスマニュアル』をご覧ください。

判明している問題点
この節では、Sun Fire ミッドレンジシステム用 Sun Management Center 3.5 バー
ジョン 6 アドオンソフトウェアの今回のリリースで判明したか、その運用に影響する
と思われるソフトウェアの問題点を説明します。
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SB スロットが空のとき、物理表示および論理表示
に入出力ボード情報が表示されない

入出力ボード以外のすべてのシステムボードを取り外すと、物理表示からその入出力
ボードの画像が消え、論理表示から、その入出力ボードのノードと対応する情報が失
われます。[6290060]

アップグレード、再インストールでプラット
フォーム情報が維持されない

ソフトウェアをアンインストールまたはアップグレードしたときに、プラットフォー
ムエージェントの情報が失われます。

回避策:  ソフトウェアのインストール後にプラットフォームエージェントごとに設定
を再実行してください。

[6285536]

ESDIR を変更すると、物理および論理表示の更新
が鈍くなる

環境変数 ESDIR のデフォルト値は、次のとおりです。

/var/opt/SUNWsymon

この ESDIR の値を変更すると、物理および論理表示の更新が鈍くなります。
[6220399]

プラットフォーム管理モジュールによって誤った
フェイルオーバーアラームが生成されることがあ
る

プラットフォームエージェントによって、誤ったフェイルオーバーアラームが生成さ
れることがあります。このエラーは、任意の 1 つの Sun Management Center サー
バーのフェイルオーバートラップを、複数のプラットフォームエージェントが受ける
ように登録されている場合に発生する可能性があります。このために、フェイルオー
バーアラームが誤って別のシステムを参照することがあります。[6231190] 
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「プラットフォームシャーシ」テーブルに誤った
スロット量が表示される

「プラットフォームシャーシ」テーブルの「シャーシのスロット」プロパティに、
Sun Fire 6800 シャーシの総スロット数が間違って表示されることがあります。ID0 
のシャーシスロットは実際には存在しないにもかかわらず、その ID が誤ってカウン
トされるためです。[4975880]

プラットフォームスロットの「CPU ボード」テー
ブルに誤って unknown というテスト状態が表示
されることがある

プラットフォームスロットの「CPU ボード」テーブルで、実際の CPU ボードのテス
ト状態値が disabled であるにもかかわらず、誤って unknown と表示されることが
あります。

回避策: CLI の showboards コマンドを使用して、ボードが実際に使用不可かどうか
を確認してください。[6289981] 

実際には、エージェント更新が成功したにもかか
わらず、Failed と報告される 
Sun Fire ミッドレンジシステムドメインでエージェント更新を行った後、「ジョブの
管理」でのステータスは Failed と報告されますが、実際にはエージェント更新は成
功しています。

回避策: 「ジョブの管理」のステータスは無視して、そのドメインのエージェント更
新のログファイル (var/opt/SunWsymon/log/agent-update.log) で、正しい状
態を確認してください。

[4994784] 
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ネットワーク接続の回復後、プラットフォーム管
理モジュールによって不定な状態のアイコンが表
示される

システムコントローラ (SC) へのアクセスの妨げになるネットワークの問題をプラッ
トフォーム管理モジュールが検出すると、SC のアイコンとともに、それが不定な状
態であることを示す黒い星印 (または「スプラット」) のインジケータが表示されま
す。

この黒いスプラットインジケータの表示が間違っていることがあります。ネットワー
ク接続が回復した後も、このインジケータが残ることがあります。

回避策:  間違ったインジケータを消すには、いったんモジュールを停止して、再起動
してください。

プラットフォームインスタンスが 1 つの場合 

プラットフォームインスタンスが複数の場合 

[6192909] 

データ取得テーブルに判読不能なタイムスタンプ
値

プラットフォーム管理モジュールのデータ取得テーブルに表示されるタイムスタンプ
値が判読できないことがあります。

回避策: Sun Management Center サーバー上でいったんすべてのデーモンを停止した
後、環境変数 LANG を C に設定し、デーモンを再起動してください。以下は、csh の
場合の例です。

% /opt/SUNWsymon/sbin/es-stop -l 
% /opt/SUNWsymon/sbin/es-start -l 

% /opt/SUNWsymon/sbin/es-stop -y platform_instance_name 
% /opt/SUNWsymon/sbin/es-start -y platform_instance_name 
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[6306955]

プラットフォーム管理シャーシおよびドメイン X 
の Syslog Loghosts を削除またはクリアできない 
プラットフォーム管理シャーシおよびドメイン X の「ログホストの設定」ダイアロ
グボックスから、Syslog Loghosts エントリを削除またはクリアできません。Syslog 
Loghosts のエントリを削除またはクリアしても、データはそのまま残り、警告を受
け取ることもありません。

回避策: ありません。

[4984145]

プラットフォーム管理シャーシおよびドメイン X 
のトラップホストを削除およびクリアできない 
プラットフォーム管理シャーシおよびドメイン X の「ログホストの設定」ダイアロ
グボックスから、SNMP (Simple Network Management Protocol) トラップホストの
エントリを削除またはクリアできません。そして警告を受け取ることもありません。

注意 – Sun Management Center は、SNMP トラップホストが設定されていないと、
正常に機能しません。

回避策: SNMP トラップホストエントリは削除またはクリアしないでください。

[4984162]

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-stop -A
# setenv LANG C
# /opt/SUNWsymon/sbin/es-start -A
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プラットフォーム管理スロット SC のタイムゾー
ンを CLI を使用して変更した場合、すぐに更新さ
れない

Sun Management Center は、その設計上、SC のタイムゾーンが変更された場合に、
自動的にプラットフォーム管理スロット SC テーブルを更新しません。SC タイム
ゾーンのプロパティは、次の再表示周期が来たときに更新されます。

回避策: 

1. プラットフォームエージェントを再起動します。

2. 次の再表示周期を待ちます (約 30 分)。

[4984906] 


